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資料 １． 調査団員・氏名 

 

＜第一次現地調査＞ 

 

氏 名 担 当  所 属・役 職 

 

宮坂 実 総 括  （独）国際協力機構 

  JICA 地球環境部 

  参事役  

 

奥村 栄宏   技術参与（気象観測／気象予報）  気象庁  

   観測部観測課 

   レーダー運用係長 

 

北村 浩一 計画管理  （独）国際協力機構 

   JICA 地球環境部 

   水資源・防災グループ 

  防災第一課 

 

内田 善久 業務主任/事業効果測定/運営維持管理 （一財）日本気象協会 

 

猪又 裕之 レーダー施設建築設計  （株）国際気象コンサルタント 

 

遠藤 肇秀 通信機材計画  （株）国際気象コンサルタント 

 

一ノ瀬 功 施工計画/調達事情/積算  （株）国際気象コンサルタント 

 

矢切 義行 自然条件調査  （株）国際気象コンサルタント 
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＜準備調査報告書（案）現地説明＞ 

 

氏 名 担 当  所 属・役 職 

 

北村 浩一 計画管理  （独）国際協力機構 

   JICA 地球環境部 

   水資源・防災グループ 

  防災第一課 

 

内田 善久 業務主任/事業効果測定/運営維持管理 （一財）日本気象協会 

 

猪又 裕之 レーダー施設建築設計  （株）国際気象コンサルタント 

 

遠藤 肇秀 通信機材計画  （株）国際気象コンサルタント 



　

資料 ２.　調査行程

 

　   　　 　(１)　第一次現地調査

宮坂　実 奥村　栄宏 北村　浩一 内田　善久 猪又　裕之 遠藤　肇秀 一ノ瀬　功 矢切　義行

2014年

総括

JICA地球環境部
  参事役

技術参与（気象観測／気象予報）

気象庁観測部観測課
レーダー運用係長

計画管理

JICA地球環境部　水資源・防災グルー
プ 防災第一課

業務主任／事業効果測定／運営維持管
理

レーダー施設建築設計 通信機材計画 施工計画／調達事情／積算 自然条件調査

1 1月18日 土

2 1月19日 日

3 1月20日 月

4 1月21日 火

5 1月22日 水

6 1月23日 木 PMDカラチでのサイト調査 PMDカラチでのサイト調査

7 1月24日 金 資料収集、積算調査、建築材料単価調査 PMDカラチでのサイト調査

8 1月25日 土

9 1月26日 日

10 1月27日 月
PMDカラチでのサイト調査、
既設気象レーダー観測所調査

PMDカラチとの協議、資料収集

11 1月28日 火 資料収集、積算調査、建築材料単価調査 PMDカラチとの協議、資料収集

12 1月29日 水 イスラマバード→カラチ イスラマバード→カラチ 資料収集、積算調査、建築材料単価調査 PMDカラチとの協議、資料収集

13 1月30日 木 PMDカラチでのサイト調査
PMDカラチでのサイト調査、

シンド州建築物管理庁との協議
PMDカラチでのサイト調査、

シンド州建築物管理庁との協議
PMDカラチでのサイト調査

14 1月31日 金

15 2月1日 土 資料収集、内部打合せ 資料収集、内部打合せ 成田→バンコク→カラチ

16 2月2日 日

17 2月3日 月 PMDカラチとの協議
PMDカラチでのサイト調査、
既設気象レーダー観測所調査

PMDカラチとの協議、PMDカラチでのサイト
調査

PMDカラチでのサイト調査、
既設気象レーダー観測所調査

PMDカラチとの協議、自然条件調査フォ
ローアップ

18 2月4日 火
PMDカラチとの協議

カラチ→イスラマバード
自然条件調査フォローアップ

カラチ→イスラマバード
PMDカラチとの協議、PMDカラチでのサイト

調査
自然条件調査フォローアップ

カラチ→イスラマバード
PMDカラチとの協議、資料収集

19 2月5日 水 PMDイスラマバードとの協議 PMDイスラマバードとの協議 PMDカラチとの協議、資料収集 PMDイスラマバードとの協議 PMDカラチとの協議、資料収集

20 2月6日 木
PMDカラチとの協議、インターネット接続

会社からの情報収集
PMDイスラマバードとの協議、
建築材料単価調査、資料収集

PMDカラチとの協議、資料収集

21 2月7日 金 PMDカラチとの協議、資料収集
建築材料単価調査、資料収集
イスラマバード→バンコク

PMDカラチとの協議、資料収集

22 2月8日 土 資料収集、内部打合せ バンコク→成田 資料収集、内部打合せ

23 2月9日 日 資料収集、内部打合せ 資料収集、内部打合せ

24 2月10日 月
PMDカラチとの協議、PMDカラチでのサイト

調査、接地抵抗調査
PMDカラチとの協議、資料収集
自然条件調査フォローアップ

25 2月11日 火 PMDカラチとの協議、電源品質調査
PMDカラチとの協議、資料収集
自然条件調査フォローアップ

26 2月12日 水
PMDカラチとの協議、PMDカラチでのサイト

調査、資料収集
PMDカラチとの協議、資料収集
自然条件調査フォローアップ

27 2月13日 木
PMDカラチとの協議、PMDカラチでのサイト

調査、資料収集
PMDカラチとの協議、資料収集
自然条件調査フォローアップ

28 2月14日 金 カラチ→バンコク→成田 カラチ→バンコク

PMDイスラマバードとの協議

イスラマバード→カラチ
PMDカラチでのサイト調査、自然条件調査見積り依頼のため現地業者と協議

資料収集、内部打合せ

PMDカラチとの協議

官団員 コンサルタント団員

JICAパキスタン事務所、PMDイスラマバードとの協議 JICAパキスタン事務所、PMDイスラマバードとの協議

PMDイスラマバードとの協議、内閣府航空部表敬訪問、経済・統計省表敬訪問 PMDイスラマバードとの協議、内閣府航空部表敬訪問、経済・統計省表敬訪問

調査日程

成田→バンコク→イスラマバード

資料収集、内部打合せ 資料収集、内部打合せ

成田→バンコク→イスラマバード

資料収集、内部打合せ

イスラマバード→カラチ
PMDカラチでのサイト調査

イスラマバード→カラチ
PMDカラチでのサイト調査、自然条件調査見積り依頼のため現地業者と協議

PMDカラチとの協議
カラチ→イスラマバード

PMDカラチとの協議
カラチ→イスラマバード

ミニッツ内容確認、ミニッツ署名、経済・統計省への報告、JICAパキスタン事務所及び在パキスタン日本大使館への報告
イスラマバード→バンコク

ミニッツ内容確認、ミニッツ署名、経済・統計省への報告、JICAパキスタン事務所及
び在パキスタン日本大使館への報告

バンコク→成田 資料収集、内部打合せ

資料収集、内部打合せ

PMDイスラマバードとの協議

PMDイスラマバードとの協議

資料収集、内部打合せ

PMDカラチとの協議、カラチ電力供給会社（KESC)との協議

資料収集、内部打合せ

PMDイスラマバードとの協議、JICAパキスタン事務所への報告
イスラマバード→バンコク

バンコク→成田

資料収集、内部打合せ

成田→バンコク→イスラマバード

　JICAパキスタン事務所、PMDイスラマバードとの協議

PMDイスラマバードとの協議

PMD:パキスタン気象局
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資料 ２.　調査行程

 

　   　　 　(２)　第二次現地調査

北村　浩一 内田　善久 猪又　裕之 遠藤　肇秀

2014年

計画管理

JICA地球環境部　水資源・防災グルー
プ 防災第一課

業務主任／事業効果測定／運営維持管
理

レーダー施設建築設計 通信機材計画

1 5月24日 土 成田→バンコク→イスラマバード

2 5月25日 日 資料収集

3 5月26日 月
準備調査報告書（案）説明、
PMDイスラマバードとの協議

4 5月27日 火
PMDイスラマバードとの協議、パキスタ

ン電気通信庁 （PTA）との協議

5 5月28日 水
PMDイスラマバードとの協議、周波数割

当委員会（FAB）との協議

6 5月29日 木 PMDイスラマバードとの協議

7 5月30日 金
PMDイスラマバードとの協議

パキスタン・ナショナル銀行 (NBP)との
協議

8 5月31日 土 資料収集

9 6月1日 日

10 6月2日 月

11 6月3日 火

12 6月4日 水

13 6月5日 木
PMDイスラマバードとの協議

周波数割当委員会（FAB）との協議

14 6月6日 金
PMDイスラマバードとの協議
イスラマバード→バンコク

15 6月7日 土 成田→バンコク→イスラマバード

16 6月8日 日 資料収集、内部打合せ

17 6月9日 月
PMDとのミニッツ協議

経済産業省経済課（EAD)及び航空部との
協議

18 6月10日 火 PMDとのミニッツ協議

19 6月11日 水

ミニッツ署名、経済産業省経済課（EAD)
への報告、日本大使館及びJICAパキスタ

ン事務所への報告
イスラマバード→バンコク

20 6月12日 木 バンコク→成田

成田→バンコク→イスラマバード

資料収集、内部打合せ

ミニッツ署名、経済産業省経済課（EAD)への報告
日本大使館及びJICAパキスタン事務所への報告

イスラマバード→バンコク

PMDとのミニッツ協議
経済産業省経済課（EAD)及び航空部との協議

PMDとのミニッツ協議

資料収集、内部打合せ

資料収集、内部打合せ

バンコク→成田

PMDイスラマバードとの協議、準備調査報告書（案）説明

PMDイスラマバードとの協議、準備調査報告書（案）説明

PMDイスラマバードとの協議、準備調査報告書（案）説明

PMDとのミニッツ協議

PMDイスラマバードとの協議、準備調査報告書（案）説明、PMDとのミニッツ協議

調査日程

官団員 コンサルタント団員

資
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資料 ３． 関係者（面会者）リスト 

 経済・統計省、経済課（Economic Affairs Division, Ministry of Economic Affairs and Statistics） 

Mr. Qumar Sarwar Abbasi Joint Secretary 

 内閣府の航空部（Aviation Division, Cabinet Secretariat） 

Mr. Kh. Iftikhar Ahmed Mir Joint Secretary 

Mr. Farooq Hassan Deputy Secretary 

 自然災害監理庁、気候変動部（National Disaster Management Authority, Climate Change Division） 

Mr. Ahmed Kamal Member Disaster Risk Reduction 

 パキスタン気象局（Pakistan Meteorological Department：PMD） 

イスラマバード本局（Islamabad Head Office） 

Mr. Arif Mahmood Director General 

Dr. Ghulam Rasul Deputy Director General (Chief Meteorologist) 

Mr. Hazrat Mir Chief Meteorologist 

Dr. Muhammad Hanif Director (Forecasting) 

Dr. Khalid M. Malik Director (Agro-meteorology) 

Mr. Azmat Hayat Khan Director (Drought) 

Mr. Jan Muhammad Khan Director (Planning) 

Mr. Muhammad Aleem ul Hassan Ramay Deputy Director, National Weather Forecasting Center 

Mr. Muhammad Farooq Dar Assistant Director, National Weather Forecasting Center 

Mr. Usman Rafique Electric Engineer, Weather Surveillance Radar 

Mr. Nazir Khan Niazi Electronic Engineer 

Mr. Wadar Ali Sub Engineer 

Mr. Muhamood Atif Nawaz Sub Engineer 

Mr. Ali Hussain Abbasi Sub Engineer 

Mr. Amjad Ali Sub Engineer 

Mr. Abdus Rahman Sub Engineer 

Mr. Farhan Khaliq Sub Engineer, Lai Nullah Flood Forecasting and Warning 

System 

Mr. Amjad Ali Sub-Engineer, Weather Surveillance Radar 

Mr. Shahid Abbasi Assistant Mechanic Sub Engineer 

 

カラチ（Karachi Office） 

Mr. Muhammad Touseef Alam Chief Meteorologist 

Mr. Sardar Sarfaraz Director, Regional Meteorological Center 

Mr. Abdul Rashid Director, Institute of Meteorology & Geophysics 

Mr. Abdul Qayoom Bhutto Director, Tropical Cyclone Warning Center 

Mr. Khadim Hussain Director, Maintenance 
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Mr. Akhlaq Jameel Deputy Director, Nation Seismic Monitoring Center 

Mr. Nadeen Faisal Deputy Director, Climate Data Processing Center 

Mr. Ali Baqadar Shah Deputy Director, Jinnah International Airport Karachi 

Mr. Liaquat Hussain Meteorologist, Tropical Cyclone Warning Center 

Mr. Anjum Nazir Zaighum Meteorologist, Main Meteorological Office 

Mr. Ghulam Hussain Channa Assistant Meteorologist, Tropical Cyclone Warning Center 

Mr. Asif Hussain Programmer, Tropical Cyclone Warning Center 

Mr. Syed Naseer Haider Senior Electronic Engineer, Weather Surveillance Radar 

Mr. M.Ehsan Siddiqui Electronic Engineer, Weather Surveillance Radar 

Mr. Jai Kumar Electronic Engineer, Nation Seismic Monitoring Center 

Mr. Syed Nasir Ali Electronic Engineer, Weather Surveillance Radar 

Mr. Muhammad Javed Sub Engineer, Weather Surveillance Radar 

Mr. M.Salman Radio Mechanic, National Meteorological Communication 

Center 

 カラチ電力供給会社（Karachi Electric Supply Company: KESC） 

Mr. Kashif Iqbal Ghazi Deputy General Manager, New Connection R-1 

Mr. Muhammad Idris Khan Head of New Connections 

 

 シンド建築管理局（Sindh Building Control Authority: SBCA） 

Mr. Mumtaz Haider Director  

Mr. Khwaja Muhammad Badiuzzaman Director, Town Planning & Regulations 

Mr. Ali Mehdi Kagnir Director, Structure 

Mr. Nadeem Ahmad Khan Officiating Deputy Director 

Mr. Ali Giturkan Deputy Director, Town Planning 

Mr. Muhammad Sattar Deputy Chief Admin Officer 

Ms. Nasim Farah Public Relation Office 

 

 パキスタン電気通信庁（Pakistan Telecommunication Authority: PTA） 

Mr. Yasir Khan Assistant Director, Radio Based Services (RBS), Licensing 

 

 周波数割当委員会（Frequency Allocation Board: FAB） 

Mr. Imran Zahoor Deputy Director, Spectrum Planning & Management 
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資料 ４-１.  討議議事録（M/D） 
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資料 ４-２.  討議議事録（M/D） 
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This item is closed due to confidentiality 

This item is closed due to confidentiality 
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パキスタン・イスラム共和国 

カラチ気象レーダー整備計画準備調査 
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ソフトコンポーネント計画書 

 

（1） ソフトコンポーネントを計画する背景 

パキスタン国（以下「パ」国）は、洪水、土砂災害、サイクロン、干ばつ、地震等の様々な自然災

害に見舞われる災害多発国である。特に洪水は、インダス川が国土を縦断して流れていることもあり、

自然災害の中で最も発生頻度が高く、その被害が「パ」国全土に及ぶことも少なくない。最近は、2010

年、2011 年、2012 年と連続して大規模な洪水が発生し、「パ」国史上最悪の洪水となった 2010 年の

インダス川大洪水では、死者・行方不明者 1,985 人、被害者 2,000 万人超、被害総額 95 億ドルの被

害が発生した。またアラビア海に面している「パ」国南部には、サイクロンが 2～3 年に 1 個の割合

で接近／上陸し、暴風雨や高潮等の被害をもたらしている。これらの自然災害は、「パ」国民の尊い

命や財産を多数奪っており、社会経済発展の停滞を招いている。 

現在、「パ」国には、我が国の無償資金協力により整備された 4 基の気象レーダーシステム（イス

ラマバード、カラチ、デラ・イスマイル・カーン及びラヒムヤル・カーン）がある。ネットワーク化

されたこれらの気象レーダーシステムは、「パ」国全土の約 80％、且つ全人口の 90％以上が居住する

地域の雨量観測を可能とし、PMD の観測・予報能力の向上に寄与している。このうち、今回「パ」国

政府により更新の要請があったカラチ気象レーダーシステムは 1991 年に整備され、「パ」国南部にお

ける降水現象や、アラビア海及びベンガル湾で発生するサイクロンの早期観測に貢献してきた。しか

しながら、運用開始から既に 22 年が経過し老朽化が進んでおり、PMD のレーダー技術者によって適切

な維持管理が行われてきたものの、数年で稼働が停止する可能性が高くなっている。また多くの部品

がアナログからデジタルに代わり、レーダーメーカー側による消耗品やスペアパーツの供給が困難で

あるため、一度故障が発生すると、復旧は極めて難しい状況である。そのため、恒久的な対策として、

カラチ気象レーダーシステムの更新は喫緊の課題である。 

そのため本プロジェクトにおいて、既設カラチ Cバンド気象レーダーシステムを、気象の急激な変

化を把握できる固体化電力増幅式 S バンド気象ドップラーレーダーシステムに更新することにより、

PMD の気象観測・気象予報・予警報発信能力を一層向上させ、自然災害による被害の軽減に寄与する

ことを本プロジェクトの目標としている。 

既設カラチ気象レーダーシステムは、アナログ気象レーダーシステムであるため、PMD カラチ技術

職員はコンピューターを含むデジタル機材には習熟しているものの、本プロジェクトで導入予定のデ

ジタル固体化電力増幅式気象ドップラーレーダーシステムの運用維持管理の経験を有していない。そ

のため、導入される気象レーダーシステムの円滑な運用維持管理及びプロジェクト成果の持続性を最

低限確保するため、本プロジェクト実施中において、本計画書に記載したソフトコンポーネントを投

入することが必要であると判断した。 

資料 ５． ソフトコンポーネント計画書 
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（2） ソフトコンポーネントの目標 

以下の 3項目をソフトコンポーネントの目標とする。 

 PMD 独自による点検、調整、軽微な故障の探究・処置・復旧及び重大な故障発生時の適切な

対応（コンサルタント及び製造メーカーへの情報伝達、技術アドバイス受領等）が実施され

る。 

 気象ドップラーレーダーシステムマニュアル概要及びレーダーシステム保守管理台帳を活

用した、迅速且つ適切な気象レーダー運用・管理が実施される。 

 気象現象を的確に把握し、気象レーダー観測データを予報業務に活用するため、雨量強度

及びドップラー速度観測のシークエンス・スケジュールに従った気象レーダー観測が実施さ

れる。 

 

（3） ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントの成果は下表の通りである。 

表  ソフトコンポーネントの成果 
No. 活動（技術移転）項目 成果 

1 

気象ドップラーレーダー点検、調整、軽微な故

障の探究・処置・復旧及び重大な故障発生時の

対応 

PMD 独自による点検、調整、軽微な故障の探究・処理・復旧

（a.測定器類を用いた定期保守点検、b.予備品の実機への組入

れ後の動作確認（観測状況）、c.故障探求・処置・復旧確認作

業及び重大な故障発生時の対応（コンサルタント及び製造メー

カーへの情報伝達、技術アドバイス受領等）を PMD 技術者が習

得する 

2 

気象ドップラーレーダーシステムマニュアル

概要及びレーダーシステム保守管理台帳を活

用した迅速且つ適切な気象レーダー運用・管理

気象ドップラーレーダーシステムマニュアル概要及びレーダー

システム保守管理台帳を活用した、迅速且つ適切な運用・管理

技術を PMD 技術者が習得する 

3 
雨量強度及びドップラー速度観測のシークエ

ンス・スケジュールに従った気象レーダー観測

気象現象を的確に把握し、気象レーダー観測データを予報業務

に活用するため、雨量強度及びドップラー速度観測のシークエ

ンス・スケジュールに従った気象レーダー観測が開始される 

 

（4） 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネントの成果達成度の確認方法は以下の通りである。 

表  ソフトコンポーネントの成果達成度と確認方法 
No. 活動項目 成果指標 確認方法 

1 

気象ドップラーレー

ダーの点検、調整、軽

微な故障の探究・処

置・復旧及び重大な故

障発生時の対応 

PMD 独自による点検、調整、軽微な

故障の探究・処置・復旧及び重大

な故障発生時の適切な対応が実施

される 

1)測定器類を用いた定期保守点検、2)予備品の実機へ

の組入れ後の動作確認（観測状況）、3) 軽微な故障の

探求・処置・復旧確認作業、4) 重大な故障発生時の

対応に関する習熟度を確認する 



パキスタン・イスラム共和国 

カラチ気象レーダー整備計画準備調査 
 

 
資料 5-3 

2 

気象ドップラーレー

ダーシステムマニュ

アル概要及びレーダ

ーシステム保守管理

台帳を活用した迅速

且つ適切な気象レー

ダー運用・管理 

気象ドップラーレーダーシステ

ムマニュアル概要及びレーダー

システム保守管理台帳を活用し

た、迅速且つ適切な運用・管理

が実施される 

気象ドップラーレーダーシステムマニュアル概要の利

用頻度及びレーダーシステム保守管理台帳の記載内容

（各日、週、月）を確認する 

3 

雨量強度及びドップ

ラー速度観測のシー

クエンス・スケジュー

ルに従った気象レー

ダー観測 

気象現象を的確に把握し、気象レ

ーダー観測データを予報業務に活

用するため、雨量強度及びドップ

ラー速度観測のシークエンス・ス

ケジュールに従った気象レーダー

観測が実施される 

雨量強度及びドップラー速度観測データより、観測シ

ークエンス・スケジュールに沿った気象レーダー観測

の実施を確認する 

 

（5） ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

ソフトコンポーネントの活動（投入計画）は以下の通りである。 

表  ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

成果 
必要とされる 

技術・業種 

現況の技術と必要と

される技術レベル 

ターゲット

グループ
実施方法 実施リソース 成果品 

成果 1：気象

ドップラー

レーダー点

検、調整、軽

微な故障の

探究・処置・

復旧及び重

大な故障発

生時の対応 

気象レーダー調

整・故障探求を

行える技術を有

する技術者 

PMD には、デジタル気

象レーダーシステムの

調整・故障探求を実

施した経験を有する

技術者がいないこと

から、独自に調整・

故障探求が実施でき

るレベルの技術が必

要 

次表に示し

た通り 

測定器類を用いた定期保守点

検研修 

気象レーダー調整・

故障探求技術担当

コンサルタント：

0.77 人月（現地技

術移転期間：23 日） 

 

直接支援型 

測定器類を用い

た定期保守点検

実施手順書 納入された予備品の実機への

組入れ後の動作確認（観測状

況）研修 
予備品の実機へ

の組入れ後の動

作確認（観測状

況）手順書 

故障状態を想定し、故障探

求・処置・復旧確認研修 

重大な故障発生時の対応研修 故障探求・処置・

復旧確認手順書実施手順書の作成 

重大な故障発生

時の対応手順書

成果 2：気象

ドップラー

レーダーシ

ステムマニ

ュアル概要

及びレーダ

ーシステム

保守管理台

帳作成 

気象レーダー運

用・管理を行え

る技術を有する

技術者 

PMD には、デジタル気

象レーダーシステムの

運用・管理を行った経

験を有する技術者が

いないことから、気

象ドップラーレーダ

ーレーダーシステム

マニュアル概要及び

レーダーシステム保

守管理台帳に沿った

運用・管理が実施でき

るレベルの技術が必

要 

次表に示し

た通り 

PMD 技術者との技術ディスカ

ッション 

気象レーダー運用・

管理技術担当コンサ

ルタント：0.77 人月

（現地技術移転期

間：23 日） 

 

直接支援型 

気象ドップラー

レーダーシステ

ムマニュアル概

要 
気象ドップラーレーダーシス

テムマニュアルから最重要部

分の選出 レーダーシステ

ム保守管理台帳

• システム障害/

トラブルの発

生日時 

• システム障害/

トラブルの原

因（異音、部分

的な劣化、その

他） 

• 実施した復旧

手順 

• 交換した部品

の名称及び数

量 

• 復旧/トラブル

シューティン

グを行ったエ

ンジニア氏名

気象ドップラーレーダーシス

テムマニュアル概要の作成 

レーダーシステム保守管理台

帳の作成 

PMD 技術者による気象ドップ

ラーレーダーシステムマニュ

アル概要及びレーダーシステ

ム保守管理台帳の使用 

成果 3：雨量

強度及びド

ップラー速

度観測のシ

ー ク エ ン

気象レーダー観

測データよりク

ラッター及び

ブラインドエ

リアの特定が

PMD には、デジタル気

象ドップラーレーダー

システムによりCAPPI

観測を実施した経験を

有する技術者がいない

次表に示し

た通り 

PMD 予報官及び技術者との技

術ディスカッション及び座学

気象レーダー観測技

術担当コンサルタン

ト：1.0 人月（現地

技術移転期間：30

日） 

雨量強度及びド

ップラー速度観

測のシークエン

ス・スケジュール

及び変更手順書

気象ドップラーレーダーシス

テムのクラッター及び各アン

テナ仰角時（0.5 度間隔、1～
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ス・スケジュ

ール作成 

 

 

行え且つ「パ」

国の気象現象

に即した観測

のシークエン

ス・スケジュ

ールの作成を

行える技術を

有する技術者 

ことから、雨量強度

及びドップラー速度

観測のシークエン

ス・スケジュールに

関する技術を有して

いない。そのためレ

ーダー観測シークエ

ンス・スケジュール

の重要性を認識し、

作成ができる技術が

必要 

3 度間）のブラインドエリア

の特定 

 

直接支援型 

各アンテナ仰角時（0.5 度間

隔、1～3度間）のブラインド

エリア図の作成 

雨量強度及びドップラー速度

観測のシークエンス・スケジ

ュールの作成 

雨量強度及びドップラー速度

観測のシークエンス・スケジ

ュールに従った気象レーダー

観測の実施 

 

表  ソフトコンポーネントのターゲットグループ 
成果 1及び 2 のターゲットグループ 成果 3のターゲットグループ 

 
気象レーダー運用課 開発部門 

PMD カラチ熱帯サイクロン警報センター

（TCWC） 

上級電子技師 1 1 TCWC 職員 20 

電子技師 3 3   

電子技師補佐 1 -   

技師補 12 6   

技術補佐 1 -   

下級職員 4 4   
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活動日程詳細計画は以下の通りである。 

 
表  活動日程詳細計画 

 活動 No.1 活動 No.2 活動 No.3 

日 

気象ドップラーレーダー点検、調整、軽

微な故障の探究・処置・復旧及び重大な

故障発生時の対応 

気象ドップラーレーダーシステムマニュ

アル概要及びレーダーシステム保守管理

台帳作成 

雨量強度及びドップラー速度観測のシー

クエンス・スケジュール 

1 日本発-カラチ着 日本発-カラチ着 日本発-カラチ着 

2 事前準備 事前準備 事前準備 

3 気象レーダー塔施設において準備作業 気象レーダー塔施設において準備作業 PMD 予報官及び技術者との技術ディスカッ

ション及び座学 4 測定器類を用いた定期保守点検の実施研修

及び実施手順書の作成（イスラマバード気

象ドップラーレーダーシステムの実施手順

書を参照） 
PMD 技術者との技術ディスカッション及び

気象ドップラーレーダーシステムマニュア

ルから最重要部分の選出 

5 

気象ドップラーレーダーシステムのクラッ

ター及び各アンテナ仰角時（0.5 度間隔、1

～3 度間）のブラインドエリアの特定 

6 

7 

納入された予備品の実機への組入れ後の動

作確認（観測状況）研修及び実施手順書の

作成（イスラマバード気象ドップラーレー

ダーシステムの実施手順書を参照） 

8 土（休日） 土（休日） 土（休日） 

9 日（休日） 日（休日） 日（休日） 

10 納入された予備品の実機への組入れ後の動

作確認（観測状況）研修及び実施手順書の

作成（イスラマバード気象ドップラーレー

ダーシステムの実施手順書を参照） 

イスラマバード気象ドップラーレーダーシ

ステムマニュアル概要及びレーダーシステ

ム保守管理台帳をカラチ気象ドップラーレ

ーダーシステム用に改定 

各アンテナ仰角時（0.5 度間隔、1～3度間）

のブラインドエリア図の作成 11 

12 故障状態を想定し、故障探求・処置・復 

旧確認研修及び実施手順書の作成（イスラ

マバード気象ドップラーレーダーシステム

の実施手順書を参照） 

PMD 技術者による気象ドップラーレーダー

システムマニュアル概要（改定案）及びレ

ーダーシステム保守管理台帳（改定案）の

使用及び見直し 

雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュール及び変更手順書（案）

作成 

13 雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュールに従った気象レーダ

ー観測の実施 
14 

15 土（休日） 土（休日） 土（休日） 

16 日（休日） 日（休日） 日（休日） 

17 

重大な故障発生時の対応研修 

PMD による研修復習 

実施手順書の作成（イスラマバード気象ド

ップラーレーダーシステムの実施手順書

を参照） 

PMD 技術者による気象ドップラーレーダー

システムマニュアル概要及びレーダーシス

テム保守管理台帳の使用 

雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュール及び変更手順書（案）

見直し 

18 
雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュールに従った気象レーダ

ー観測の実施 

19 
完了報告書の作成 完了報告書の作成 

20 

21 PMD との技術ディスカッション PMD との技術ディスカッション 

22 イスラマバード発 イスラマバード発 土（休日） 

23 日本帰国 日本帰国 日（休日） 

24  

 

雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュール及び変更手順書の作

成 
25  

26   
完了報告書の作成 

27   

28   PMD との技術ディスカッション 

29   イスラマバード発 

30   日本帰国 

 

（6） ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

実施リソースは、本プロジェクトの機材調達に関わる本邦コンサルタントによる直接支援型とする。

その理由は以下の通りである。 

 気象業務及び導入される気象レーダーシステムに関する高度な技術及び知識を有している人材

が不可欠であること。 
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 通常、上述のような技術や知識を豊富に有している人材は、気象コンサルティング業務を実際

に行っている組織に在籍していること。 

 計画されている技術移転と同様の経験を有する人材が必要であること。 

これより、本邦コンサルタントの直接支援型とする。 

 

（7） ソフトコンポーネントの実施工程 

プロジェクト全体工程及びソフトコンポーネント実施工程を以下に示した。ソフトコンポーネント

は、気象レーダーシステムの据付が完了して、調整段階となる、本プロジェクトの完了時前に実施す

る計画としている。 

 

 

ソフトコンポ―ネント（活動 No.3）

ソフトコンポーネント

ソフトコンポ―ネント（活動 No.1）

ソフトコンポ―ネント（活動 No.2）

機材製作

機材輸送

機材据付／調整

電気・空調・衛生設備工事

外構工事

機材調達

仮設・杭・土工事

躯体工事

仕上工事

22 23 24

カラチ気象レーダー塔施設建設工事

工事準備

16 17 18 19 20 2110 11 12 13 14 151 2 3 4 5 6 7 8 9

実施設計

詳細設計

入札業務

71 2 3 4 5 6

25 26 27 30 3128 29

計：7.0ヶ月

計：17.0ヶ月

月

月

計：18.0ヶ月

 

（8） ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネントの成果品は以下の通り。 

表  ソフトコンポーネントの成果品（アウトプット） 
資料名 提出時期 ページ数 

1)測定器類を用いた定期保守点検、2)予備品の実機への組入れ後の動作確認（観

測状況）、3)故障探求・処置・復旧確認作業実施手順書、4)重大な故障発生時の

対応手順書 
技術移転実施後 

20 

気象ドップラーレーダーシステムマニュアル概要 30 

レーダーシステム保守管理台帳 10 

雨量強度及びドップラー速度観測のシークエンス・スケジュール及び変更手順書 10 

表  ソフトコンポーネント実施工程表
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資料名 内容 提出時期 ページ数 

ソフトコンポーネント実

施完了報告書 

 活動計画と実績 

 計画した成果と成果の達成度 

 成果の達成度に影響を与えた要因 

 効果の持続・発展のための今後の課題・提言等 

 成果品一式 

ソフトコンポーネ

ント実施完了時 
50 

 

（9） 相手国側の責務 

ソフトコンポーネントの実施に関して PMD 側の責務は、以下の通りである。 

1) 人的資源開発 

a) 継続的に次世代を担う人材を雇用する。 

b) 研修と人的資源開発計画を通じて、より優れた人材の育成を行う。 

2) プロジェクトにおいて調達された機材の長期運用 

a) 定期的にシステム運用維持管理に必要な予算を確保し、プロジェクトで供給された全ての気

象機材の交換部品、消耗品の調達を計画的に行う。 

b) 盗難や破損から機材を保護する。 

 

上述に記述した PMD 側の責務に関しては、PMD の組織的且つ人的能力を鑑みると、十分に実施可能

であると考えている。特に「継続的に次世代を担う人材を雇用」に関しては、気象レーダーの維持管

理面においてPMDが自立的発展するためには、電子関連技術者を継続的に補充し、補助業務を行う職

員から電子技師に至る全てのスタッフに気象レーダーの維持管理能力を継承していくことが必要不

可欠である。PMD も、有能な電子関連技術者を補充し、技術セクションを強化することの必要性を深

く認識している。 
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調査名：パキスタン・イスラム共和国 カラチ気象レーダー整備計画準備調査 

番号 名  称 

形態 

図書・ビデオ

地図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

／ｺﾋﾟｰ／

電子ﾌｧｲﾙ

 

発行機関 

 

発行年

1 
National Climate Change 

Policy 
図書 電子ﾌｧｲﾙ Ministry of Climate Change 2012 年

2 
Pakistan Climate Change 

Action Plan 
図書 電子ﾌｧｲﾙ

Ministry of Climate Change 

United Nations Pakistan 
2011 年

3 
High Performance Computing 

Cluster (HPCC) Facility 
図書 電子ﾌｧｲﾙ

Research & Development 

Division, Pakistan 

Meteorological Department 

2012 年

4 Pakistan Map 地図 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Nelles Map 2009 年

5 Islamabad Street Map 地図 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Saeed Book Bank - 

6 

Professional Training 

Courses 2012 

Institute of Meteorology & 

Geophysics Karachi 

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

Government of Pakistan 

Pakistan Meteorological 

Department 

2012 年
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